












 

目的 

 DMP ではベクトル心電図(VCG)上,QRS 環の前方偏位・左方成分の減少・最大 T

ベクトルの大きさの減少があり,その経年的あるいは重症度進行による変化に

ついて報告してきた 1).今回,(1)ベクトル環の平面性の立場から検討を加える

と共に,(2)体表面電位分布図を利用して,心電図異常の成因の解明を試みる. 


